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市民の皆様へ

本書は、本市の歴史を振り返る上でシンボル的な場である磐城平城を、地域の「た

から」として、未来へ継承し、市民の皆様がふるさとの歴史に関心を持つとともに、

その歴史を理解し大切にする意識の醸成を図ることを目的に、磐城平城の歴史的価

値を検証し、その内容を取りまとめた報告書です。

磐城平城は、いわき地方の政治支配の拠点であっただけでなく、地域社会の経済・

文化の中心地として大きな役割を果たすとともに、歴代藩主の功績のほか、奥羽越

列藩同盟や戊辰戦争など、本市のみならず日本、東北地方、福島県の視点からも歴

史的な意義が大きく、この貴重な歴史を次世代へと引き継ぐことが大切であります。

市としましても、平成 30 年度から令和３年度にかけて実施した文献等の調査の

成果は、本市の歴史や文化の成り立ちを理解する上で、大変重要であることから、

市民の皆様に広く公開するなどし、磐城平城の歴史、そして、その価値を後世に伝

える取組みを進めてまいります。

最後に、この文献等調査を実施するにあたり、御理解と御協力をいただきました

「磐城平城文献等調査会議」の委員をはじめ関係者の皆様に、心から感謝申し上げ

ますとともに、本書が、関係者をはじめ、市民の皆様に広く活用されることを祈念

いたします。

令和４年２月

いわき市長　内 田 広 之
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例　　　　　言

１　本書は、磐城平城文献等調査報告である。
２　本書はいわき市の委託を受けて、公益財団法人いわき市教育文化事業団が編集したも
のである。
３　本書の編集は、いわき市が設置した「磐城平城文献等調査会議」の協議および検討を
経て行われた。
４　本書に収録した絵図（第６表）については、国立国会図書館、国立公文書館、明治大学
博物館、岡山大学附属図書館、公益財団法人前田育徳会、松江歴史館、静嘉堂文庫、富
原文庫から写真データを提供していただいた。これ以外は神田写真事務所が撮影したも
のである。
５　城絵図以外の収録写真については、写真キャプションに所蔵者を記している。無記名
のものは市所有のもの及び執筆者が撮影したものである。
６　本書の執筆は次の通り分担した。
　　事 務 局：第１章・第９章
　　渡辺文久：第２章１・３・４、第３章２、第５章１
　　田仲　桂：第２章２、コラム１・２・７
　　夏井芳徳：第３章１・３、第５章３、第６章１・２
　　小宅幸一：第４章、第６章３、コラム５・６
　　四家久央：第５章２、コラム３・４
　　中山雅弘：第５章４、第７章１
　　松本庸器：第７章２
　　いわき市教育文化事業団：第８章
７　第８章の執筆者については各節の末尾に名前を明記した。
８　本書に収録した史資料編は、田仲桂が校訂し解題を付した。
９　本事業の調査及び報告作成にあたり、多くの方々の御指導御協力をいただいた。ここ
に芳名を記し感謝の意を表したい（敬称略・五十音順）。
有賀行秀・安藤綾信・飯村　均・漆原　敬・江尻由子・大平好一・小笠原永隆・沖屋雄大・
加藤丈晋・菅野智則・菊地芳朗・北野博司・齋藤富士男・佐藤真由美・鈴木　功・千田嘉博・
辻　秀人・外山　徹・中井　均・永井康雄・中野正人・日比佳代子・平田禎文・藤澤　敦・
堀内秀樹・堀江　格・増田　豪・松井延之・山崎慶一・渡邉智裕
いわき市立図書館・福島県立図書館・福島県歴史資料館・岡山大学附属図書館・国立国
会図書館・国立公文書館・静嘉堂文庫・精忠神社・富原文庫・延岡市内藤記念館・公益
財団法人前田育徳会・松江歴史館・壬生町立歴史民俗資料館・明治大学博物館
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第１章　調査の経緯

１　調査の契機と目的

磐城平城は、慶
けいちょう

長７年（1602）に、磐城平藩10万石で入
にゅうふう

封した鳥
とり

居
い

忠
ただ

政
まさ

が新たに築城し
た城郭で、その範囲はいわき市平字旧

きゅうじょうせき

城跡・六
ろっけんもん

間門・田
た

町
まち

など広範囲に及ぶ。ＪＲ常磐
線いわき駅の北側の台地にある本丸跡地を中心に多数の曲

くる

輪
わ

群や周囲に配置された家臣の
屋敷、内堀の名残である丹

たん

後
ご

沢
ざわ

など、現在でも往時の面影をしのぶことができる。
磐城平城本丸跡地については、平成27年（2015）４月から年間を通じて一般開放のイベ
ント等が継続して行われてきたことなどにより、いわき市の歴史や文化に対する市民の関
心や郷土の貴重な歴史的資産を後世に継承する意識が高まりつつあることから、市では磐
城平城の歴史を後世に伝える事業を展開する中で、磐城平城の歴史的検証を行う磐城平城
文献等調査を実施することとした。
磐城平城文献等調査は、いわきの歴史を振り返るシンボル的な場である磐城平城を、地
域の「たから」として、未来への継承と地域活性化を実現させるため、磐城平城等の歴史
的価値を明らかにし、市民が自分たちの歴史に関心を持ち理解し大切にするという意識を
醸成することを目的としている。
このため文献等調査により、①磐城平城が築城された背景、②磐城平城及び磐城平藩が
担っていた役割、③それにともなう生活文化の変遷、④廃城になってからの城跡の扱い等
を明らかにしながら、磐城平城の歴史的価値の検証を行うこととした。

２　調査の計画と経過

(１）　調査の計画と内容

文献等調査は平成30年（2018）度から令和３年（2021）度にかけて実施し、令和３年度は
報告書の作成を行った。調査および報告書作成は、公益財団法人いわき市教育文化事業団
（以下、「教育文化事業団」という。）に委託した。
教育文化事業団では担当職員を選任し、歴史部門・地図部門・城郭部門・埋蔵文化財部
門の４つの調査チームを編成し、文献等調査を実施した。あわせて報告書の執筆を専門家・
有識者に個別に依頼した。
調査の内容は次のように、歴史・地図・城郭・埋蔵文化財の４つの視点に基づき、磐城
平城等の歴史的価値を明らかにすることとした。
ア　歴　　　史
	 ①	磐城平城の沿革	 ③	歴代藩主の事績
	 ②	明治以降の本丸跡地の沿革	 ④	城下町の行事・民俗
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イ　地　　　図
	 ①	絵図と現在の地図との比較	 ③	ゆかりの地
	 ②	地形の変遷
ウ　城　　　郭
	 ①	構成（縄

なわ
張
ば
り）	 ③	建物（作

さく
事
じ
）

	 ②	造成（普
ふ
請
しん
）	 ④	その他　現存遺構

エ　埋蔵文化財
	 ①	発掘調査の成果	 ②	発掘調査の出土品

(２）　磐城平城文献等調査会議の設置

当初の目的を達成し調査を遅滞なく実施するため、いわき市は「磐城平城文献等調査会
議」を設置した。会議の所管事項は、⑴文献等調査、	⑵報告書作成、	⑶報告書の活用、	⑷
その他調査のために必要な事項について、協議および検討を行うことである。委員は表１
のとおりであり、任期は平成31年２月８日から令和４年３月31日である。

表１　磐城平城文献等調査会議
氏　名 所　　属　　等 分　野

小 野 一雄
いわき歴史文化研究会、福島県史学会
いわき地方史研究会、いわき地域学會

文献史学（近世）

四 家 久 央 いわき市文化財保護審議会、いわき歴史文化研究会 文献史学（近世）

田 仲 　 桂 いわき市文化財保護審議会、福島県史学会、福島県民俗学会 文献史学（近世）

山 名 隆 弘 いわき地域学會、大國魂神社 文献史学（中世）

渡 辺 文 久
いわき市文化財保護審議会
いわき歴史文化研究会、常磐炭田史研究会

文献史学（近世）

夏 井 芳 徳
いわき総合図書館
いわき地域学會、いわき明星大学客員教授

地域学、民俗学

小 宅 幸 一
（ 座 長 ） いわき地域学會、いわき明星大学客員教授 地域学（近代）

樫 村 友 延

いわき市文化財保護審議会
いわき地域学會、いわき地方史研究会
日本考古学協会、福島県考古学会
公益財団法人いわき市教育文化事業団

考古学（近世）

中山 雅 弘
（ 副 座 長 ）

いわき地域学會、いわき地方史研究会
日本考古学協会、福島県考古学会
公益財団法人いわき市教育文化事業団

考古学（中世）

松 本 庸 器

いわき市文化財保護審議会
公益社団法人福島県建築士会いわき支部
特定非営利活動法人日本伝統建築技術保存会
宮大工（１級建築士）

建築

加 治 雄 司 平安会（安藤家縁故者代表） 安藤家史料

山 崎 建 見 たいらまちづくり株式会社 まちづくり

高 橋 克 江
一般社団法人いわき観光まちづくりビューロー
（平成31年度～令和元年度）

観光

坂 本 新 輔
一般社団法人いわき観光まちづくりビューロー
（令和２年度～）

観光

（所属は就任時）
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(３）　調査の体制と経過

① 　調 査 の 体 制

○市　担　当
　文化スポーツ室　
	 室 長	 津田一浩（平成30年度～令和２年度）・齊藤和哉（令和３年度）
　文化スポーツ室文化振興課
	 課　　　長	 鈴木常夫（平成30年度）・諏江仁（令和元年度）・本田功（令和２年度）・
	 	 小島誠一（令和３年度）
	 課 長 補 佐	 久保木隆広（平成30年度）・園部洋（令和元年度～令和２年度）・
	 	 小林洋平（令和３年度）
	 文化財係長	 猪狩　光（平成30年度）・小林洋平（令和元年度～令和２年度）・
	 	 蛭田陽子（令和３年度）
	 担 当 職 員	 主査	坂本智彦（平成30年度）・主査	平澤和也（令和元年度～令和３年度）
○教育文化事業団
	 担 当 職 員	 木幡成雄（事務局次長）
	 	 佐藤耕太郎（いわき市考古資料館学芸員・令和２年度）
○調査チーム
	 歴　史　部　門	 担　当　馬目紗希（教育文化事業団職員）
	 	 調査員　四家久央・田仲桂・渡辺文久・夏井芳徳
　地　図　部　門	 担　当　木幡成雄（教育文化事業団職員）
	 	 調査員　中山雅弘・小宅幸一・夏井芳徳・加治雄司
　城　郭　部　門	 担　当　中山雅弘（教育文化事業団職員）
	 	 調査員　樫村友延・夏井芳徳・松本庸器
　埋蔵文化財部門	 担　当　江川逸生・木幡成雄（教育文化事業団職員）
	 	 調査員　髙橋忠道・樫村友延・髙島好一・中山雅弘
○執　筆　者
　歴　史　部　門	 担　当　馬目紗希（教育文化事業団職員）
	 	 調査員　小宅幸一・四家久央・田仲桂・夏井芳徳・渡辺文久
　地　図　部　門	 担　当　木幡成雄（教育文化事業団職員）
	 	 調査員　小宅幸一・中山雅弘・夏井芳徳
　城　郭　部　門	 担　当　中山雅弘（教育文化事業団職員）
	 	 調査員　中山雅弘・松本庸器
　埋蔵文化財部門	 担　当　江川逸生・木幡成雄（教育文化事業団職員）
	 	 調査員　江川逸生・樫村友延・木幡成雄・鈴木隆康・
	 	 　　　　末永成清・木次谷裕子
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②　磐城平城文献等調査会議開催経過

日 会　議 協議内容
平成30年度

２月８日 第１回
・座長等の選出
・文献等調査の目的及びスケジュール
・調査の視点

３月８日 第２回 ・史料収集リストの作成
・文献等調査手法

３月25日 第３回 ・文献等調査委託の概要
・各委員の役割分担

令和元年度
５月20日 第１回 ・文献等調査の手法

８月９日 第２回 ・文献等調査の進め方
・各部門（歴史、地図、城郭、埋蔵文化財）の調査計画や調査項目

12月27日 第３回 ・部門別会議の実施状況
３月17日 第４回 ・協議事項の中間まとめ

令和２年度
６月26日 第１回 ・文献等調査および執筆の進捗状況
９月28日 第２回 ・文献等調査および執筆の進捗状況
２月５日 第３回 ・文献等調査および執筆の進捗状況
３月24日 第４回 ・文献等調査および執筆の進捗状況

令和３年度
７月２日 第１回 ・文献等調査および執筆の進捗状況
10月12日 第２回 ・最終稿の確認

③　調 査 経 過

令和元年（2019）

９月17日(火）	 地図部門・城郭部門会議
	 	 調査項目・原稿の内容等について協議
９月19日(木）	 埋蔵文化財部門会議
	 	 調査項目・原稿の内容等について協議
９月20日(金）	 歴史部門会議
	 	 調査項目・調査担当・調査方法等について協議
12月６日(金）	 いわき総合図書館調査（地図・城郭部門委員）
	 	 内藤家文書マイクロフィルム調査事前打合せ
12月16日(月）	 歴史部門会議　
	 	 調査計画書をもとに今後の調査について協議
令和２年（2020）

１月16日(木）	 明治大学博物館所蔵絵図の調査協力依頼
１月23日(木）	 明治大学博物館所蔵絵図のデジタルデータ提供依頼
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４月２日(木）	 いわき総合図書館との史料調査打合せ
５月27日(水）	 正保平城絵図の調査および写真撮影
６月15日(月）	 松江歴史館所蔵絵図のデジタルデータ提供依頼
６月18日(木）	 磐城平城下古地図の調査および写真撮影
６月23日(火）	 城郭之図磐城平縣（福島県立図書館所蔵）の調査および写真撮影
７月２日(木）	 平城跡発掘調査現地視察
７月６日(月）	 磐城平城下絵図の調査と写真撮影
７月12日(日）	 歴史部門会議
７月22日(水）	 磐城平古地図（いわき総合図書館所蔵）の調査と写真撮影
９月29日(火）～ 30日(水）　平城跡現地調査（城郭部門－中井均氏指導）　
10月22日(木）～ 12月28日(月）　磐城平御家中絵図および磐城平城内郭殿中図の借用　
10月30日(金）	 明治大学博物館所蔵内藤家文書の史料調査
10月31日(土）	 平城跡発掘調査の動画撮影
11月４日(水）	 磐城平御家中絵図および磐城平城内郭殿中図の調査と写真撮影
11月26日(木）～ 11月28日(土）　延岡市内藤記念館の史料等調査
12月10日(木）	 歴史部門会議
12月14日(月）	 いわき総合図書館の史料借用
12月15日(火）	 磐城平御家中絵図および磐城平城内郭殿中図の調査
令和３年（2021）

１月13日(水）	 岡山大学附属図書館所蔵池田家文書のデジタルデータ提供依頼
１月14日(木）	 いわき総合図書館の史料返却
２月13日(土）	 歴史部門・地図部門・城郭部門会議
２月16日(火）	 いわき市所蔵文書の史料調査（歴史部門）
２月24日(水）	 平城跡および城下町の現地調査（城郭部門）
３月25日(木）	 平城跡出土遺物の写真撮影（委託）
３月29日（月）	 明治大学博物館所蔵絵図の写真撮影（委託）
４月27日（火）	 いわき総合図書館の史料調査（歴史部門）
７月17日（土）	 いわき市所蔵文書の史料調査（歴史部門）
７月22日（木）	 いわき市所蔵文書の史料調査（歴史部門）
７月28日（水）～ 29日（木）　壬生町立歴史民俗資料館の史料調査（歴史部門）
８月17日(火）	 静嘉堂文庫所蔵城絵図の画像利用申請
９月９日（木）	 公益財団法人前田育徳会尊経閣文庫所蔵城絵図「諸国居城図」の画像利用

申請
９月16日（木）	 公益財団法人前田育徳会尊経閣文庫所蔵城絵図「五畿七道城図」の画像利

用申請
10月14日（木）　明治大学博物館所蔵内藤家文書の史料調査
10月14日（木）　岡山大学附属図書館所蔵絵図の画像利用申請
10月29日（金）　明治大学博物館所蔵内藤家文書（絵図）の資料利用許可申請
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11月９日（火）　延岡市内藤記念館所蔵絵図・木図資料画像掲載許可申請
11月15日（月）　齋藤富士男氏所蔵絵図資料掲載許可申請
11月19日（金）　岡山大学附属図書館所蔵絵図画像利用申請




